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ネ
パ
ー
ル
王
族
殺
害
事
件
は
今
月
一
日
夜
、
首

都
カ
ト
マ
ン
ズ
の
王
宮
内
で
発
生
し
た
。
一
日
は

金
曜
で
、
王
宮
で
は
恒
例
の
王
族
夕
食
会
が
開
か

れ
て
い
た
。
八
時
半
す
ぎ
、
突
然
銃
撃
が
始
ま
り
、

出
席
し
て
い
た
王
族
が
撃
た
れ
、
国
王
、
王
妃
ら

八
人
は
即
死
、
皇
太
子
と
他
の
一
人
は
三
日
後
に

死
亡
し
た
。

　
こ
れ
は
ネ
パ
ー
ル
史
上
前
例
の
な
い
王
室
惨
事

で
あ
り
、
政
情
は
一
気
に
緊
迫
、
国
民
は
か
た
ず

を
の
ん
で
事
件
の
真
相
発
表
を
待
っ
た
。

当
初
か
ら
陰
謀
説
な
ど
飛
び
交
う

　
翌
二
日
、
ラ
ム
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ポ
ウ
デ
ル
副
首

相
が
、
事
件
は
重
体
で
入
院
中
の
デ
ィ
ペ
ン
ド
ラ

皇
太
子
が
起
こ
し
た
と
発
表
し
た
。
当
初
の
報
道

に
よ
れ
ば
、
デ
ィ
ペ
ン
ド
ラ
皇
太
子
は
ラ
ナ
将
軍

家
由
来
の
有
力
政
治
家
の
娘
デ
ブ
ヤ
ニ
・
ラ
ナ
さ

ん
と
の
結
婚
を
望
ん
で
い
た
が
、
母
親
が
イ
ン
ド

系
な
ど
の
理
由
で
両
親
の
国
王
、
王
妃
に
強
く
反

対
さ
れ
て
い
た
。
一
日
夜
も
、
結
婚
話
で
口
論
が

激
化
し
、
酒
の
勢
い
も
加
わ
り
逆
上
、
と
う
と
う

小
銃
を
持
ち
出
し
て
乱
射
し
、
最
後
に
自
ら
を
撃

ち
自
殺
を
図
っ
た
と
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
デ
ィ
ペ
ン
ド
ラ
皇
太
子
犯
人
説
は
不

自
然
な
点
が
多
く
、
詳
し
い
説
明
が
な
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
事
件
直
後
か
ら
宮
廷
内
陰
謀
説
、
政
治

謀
略
説
、
外
国
情
報
局
説
な
ど
が
飛
び
交
い
、
カ

ト
マ
ン
ズ
は
投
石
な
ど
不
穏
な
状
況
と
な
っ
た
。

　
殺
さ
れ
た
ビ
レ
ン
ド
ラ
国
王
は
立
憲
君
主
と
し

て
人
望
が
あ
り
、
デ
ィ
ペ
ン
ド
ラ
皇
太
子
も
温
厚

な
人
柄
で
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
皇
太
子
が
犯
人

と
は
庶
民
に
は
到
底
信
じ
ら
れ
ず
、
意
識
不
明
の

ま
ま
即
位
し
た
デ
ィ
ペ
ン
ド
ラ
国
王
が
四
日
死
去

し
、
一
日
夜
不
在
で
難
を
逃
れ
摂
政
と
な
っ
て
い

た
王
弟
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
殿
下
が
王
位
を
継
承
す
る

と
、
そ
の
息
子
パ
ー
レ
ス
王
子
が
当
夜
王
宮
に
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
無
傷
で
助
か
っ
た
不
自
然
も

加
わ
り
、
民
衆
の
不
満
は
一
気
に
爆
発
し
、
暴
動

が
市
内
各
地
で
発
生
、
警
官
隊
と
の
衝
突
で
数
人

が
死
亡
し
た
。

　
戒
厳
令
で
は
な
い
が
、
事
実
上
そ
れ
に
近
い
状

況
下
で
全
権
を
掌
握
し
て
い
た
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
国

王
は
、
四
日
夜
、
真
相
解
明
調
査
委
員
会
の
設
置

を
宣
言
し
、
最
高
裁
長
官
、
下
院
議
長
、
最
大
野

党
統
一
共
産
党
（
Ｕ
Ｍ
Ｌ
）
書
記
長
の
三
人
を
委

員
に
指
名
し
た
が
、
Ｕ
Ｍ
Ｌ
は
五
日
、
憲
法
上
の

根
拠
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
参
加
を
拒
否
し
た
。

説
得
力
欠
く
皇
太
子
犯
行
説

　
調
査
報
告
は
当
初
、
三
日
後
と
さ
れ
て
い
た

が
、
延
期
さ
れ
、
断
続
的
外
出
禁
止
令
の
緊
張
下

で
発
表
さ
れ
た
の
は
、
十
日
後
の
十
四
日
で
あ
っ

た
。
調
査
は
王
族
、
従
者
、
医
者
な
ど
関
係
者
の

証
言
と
、
王
宮
に
残
さ
れ
て
い
た
小
銃
等
の
証
拠

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
全
体
は
二
百k

に
及
ぶ
と

さ
れ
る
が
、
十
四
日
の
発
表
は
要
旨
の
み
で
あ
っ

た
。

　
調
査
要
旨
に
よ
れ
ば
、
事
件
は
、
当
初
の
ポ
ウ

デ
ル
副
首
相
発
表
や
七
日
の
軍
医
シ
ャ
ヒ
大
佐
目

撃
証
言
通
り
、
デ
ィ
ペ
ン
ド
ラ
皇
太
子
に
よ
る
も

の
と
さ
れ
た
。

　
一
日
夜
、
デ
ィ
ペ
ン
ド
ラ
皇
太
子
は
酒
と
大
麻

M
yste

ry
な
お
な
ぞ
残
す
王
族
殺
害
事
件

谷
川
　
昌
幸

ネ
パ
ー
ル
社
会
の
深
淵
浮
き
彫
り
に
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た
ば
こ
の
た
め
、
め
い
て
い
状
態
で
あ
っ
た
。
八

時
半
ご
ろ
、
寝
室
か
ら
恋
人
の
デ
ブ
ヤ
ニ
さ
ん
に

電
話
を
し
た
後
、
戦
闘
服
で
ビ
リ
ヤ
ー
ド
室
に
行

き
、
国
王
ら
に
向
け
て
軽
機
関
銃
を
乱
射
、
室
外

で
も
逃
れ
た
王
族
を
撃
っ
た
。
銃
撃
後
、
皇
太
子

も
庭
に
倒
れ
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た
。

　
こ
の
調
査
報
告
要
旨
は
、
多
く
の
証
言
と
証
拠

に
基
づ
く
も
の
だ
が
、
当
初
報
道
さ
れ
た
結
婚
話

の
も
つ
れ
と
い
っ
た
動
機
の
説
明
は
な
く
、
皇
太

子
が
自
殺
し
た
と
も
断
定
し
て
い
な
い
。

　
詳
細
は
報
告
書
全
文
の
公
開
を
待
た
ね
ば
な
ら

な
い
が
、
少
な
く
と
も
報
告
要
旨
を
見
る
限
り
、

皇
太
子
犯
行
説
は
十
分
な
説
得
力
に
欠
け
る
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

背
景
に
社
会
の
急
激
な
流
動
化

　
王
族
殺
害
事
件
の
真
相
は
ま
だ
分
か
ら
な
い

が
、
こ
の
事
件
が
一
種
の
時
代
閉
塞
（
へ
い
そ
く
）

感
の
中
で
起
き
た
こ
と
は
確
か
だ
。
多
く
の
人

が
、
最
近
の
体
制
危
機
に
近
い
状
況
の
中
で
、
何

か
大
変
な
こ
と
が
起
こ
り
そ
う
な
漠
然
と
し
た
不

安
に
と
り
つ
か
れ
て
い
た
。

　
ネ
パ
ー
ル
で
は
、
一
九
九
〇
年
の
民
主
革
命
に

よ
り
、
六
〇
年
か
ら
三
十
年
間
続
い
た
国
王
親
政

が
打
倒
さ
れ
、
立
憲
君
主
制
の
議
会
制
民
主
主
義

が
成
立
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
革
命
は
経

済
、
文
化
、
社
会
の
諸
側
面
に
お
け
る
規
制
緩
和
、

自
由
化
を
も
た
ら
し
た
。
自
由
民
主
主
義
革
命
だ

か
ら
当
然
だ
が
、
あ
ま
り
に
も
急
激
な
変
化
の
た

め
、
自
由
化
に
民
主
化
が
つ
い
て
い
か
ず
、
十
年

後
の
今
日
の
体
制
危
機
を
招
く
に
至
っ
た
。

　
経
済
に
つ
い
て
見
る
と
、
九
八
年
の
一
人
当
た

り
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
が
二
百
十
七a

と
最

低
水
準
に
停
滞
す
る
一
方
、
貧
富
の
格
差
は
都
市

と
農
村
、
都
市
部
の
上
層
と
下
層
の
間
で
著
し
く

拡
大
し
た
。

　
地
域
別
人
間
開
発
指
数
（
九
五
年
）
は
、
カ
ト

マ
ン
ズ
が
〇
・
七
一
三
で
中
進
国
並
み
な
の
に
、

西
部
山
地
は
わ
ず
か
〇
・
一
四
七
に
す
ぎ
な
い
。

都
市
部
（
九
六
年
）
で
は
上
位
一
〇
％
の
家
族
が
、

全
体
の
七
一
％
も
の
富
を
独
占
し
て
い
る
。
そ
し

て
、資
本
主
義
化
、合
理
化
の
進
行
と
と
も
に
、失

業
も
顕
在
化
し
、
半
失
業
率
（
九
七
年
）
は
四
七

％
に
達
し
て
い
る
。

　
文
化
面
の
変
化
は
数
字
で
は
示
し
に
く
い
が
、

新
聞
・
雑
誌
や
テ
レ
ビ
、
都
市
部
で
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
は
目
覚
ま
し
く
、
都
市
部
で
は
流

行
に
敏
感
な
若
年
層
か
ら
順
に
伝
統
的
民
族
衣
装

か
ら
洋
装
に
変
わ
り
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
な
ど
も
増

え
食
生
活
も
変
化
し
て
き
た
。
キ
リ
ス
ト
教
は
植

民
地
化
へ
の
警
戒
か
ら
長
年
に
わ
た
っ
て
敵
視
、

規
制
さ
れ
て
き
た
の
に
、
最
近
で
は
ク
リ
ス
マ
ス

に
な
る
と
繁
華
街
は
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
飾
り
立

て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
変
化
は
、
当
然
、
伝
統
的
な
ヒ
ン

ズ
ー
教
的
社
会
規
範
を
緩
め
、
社
会
は
流
動
化
の

兆
し
を
見
せ
始
め
た
。

マ
オ
イ
ス
ト
が
勢
力
を
拡
大

　
ま
た
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
、
九
〇
年
憲
法

が
ネ
パ
ー
ル
を
多
民
族
国
家
と
規
定
し
た
こ
と

だ
。
主
権
者
国
王
が
一
つ
の
国
民
を
統
治
す
る
と

い
う
革
命
前
の
前
提
が
崩
れ
、
こ
こ
か
ら
少
数
諸

民
族
の
権
利
主
張
が
噴
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
経
済
、
文
化
、
社
会
面
で
矛
盾
対

立
が
激
化
し
て
き
た
の
に
対
し
、
そ
れ
を
解
決
す

べ
き
議
会
は
、
九
〇
年
ま
で
政
党
禁
止
で
あ
っ
た

た
め
、
政
党
が
未
成
熟
で
ほ
と
ん
ど
問
題
解
決
能

力
を
持
た
な
か
っ
た
。
政
党
は
派
閥
争
い
に
明

け
暮
れ
、
九
〇
年
代
の
政
権
交
代
は
実
に
九
回
、

特
に
九
四
年
以
降
は
せ
い
ぜ
い
半
年
、
長
く
て
一

年
半
ほ
ど
し
か
も
た
な
か
っ
た
。

　
議
会
政
治
に
失
望
し
た
人
々
は
、
不
満
を
募
ら

せ
、
結
局
非
合
法
政
党
マ
オ
イ
ス
ト
（
毛
沢
東
主

義
者
）の
支
持
に
向
か
っ
た
。マ
オ
イ
ス
ト
は
、九

六
年
二
月
か
ら
武
力
闘
争
「
人
民
戦
争
」
を
開
始
、

コ
ン
グ
レ
ス
党
（
Ｎ
Ｃ
）
地
方
組
織
、
地
主
、
高

利
貸
、郡
役
所
、警
察
な
ど
を
次
々
と
襲
撃
し
、西
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部
山
地
か
ら
徐
々
に
勢
力
を
拡
大
、
つ
い
に
二
〇

〇
〇
年
末
に
は
ル
ク
ム
郡
に
「
人
民
政
府
」
を
設

立
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
五
年
余
り
の
人
民
戦
争

の
犠
牲
者
は
、
公
式
発
表
で
約
千
七
百
人
、
実
際

に
は
三
千
人
以
上
と
も
い
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
て
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
は
窮
地
に
追
い
詰

め
ら
れ
、
Ｎ
Ｃ
の
コ
イ
ラ
ラ
首
相
は
今
年
に
入
っ

て
国
軍
動
員
に
傾
き
始
め
た
。
し
か
し
、
野
党
Ｕ

Ｍ
Ｌ
は
も
ち
ろ
ん
、
現
実
主
義
者
の
ビ
レ
ン
ド
ラ

国
王
も
国
軍
投
入
に
は
慎
重
で
あ
っ
た
。
国
軍
を

投
入
す
れ
ば
、
内
戦
と
な
る
し
、
オ
ー
プ
ン
ボ
ー

ダ
ー
で
イ
ン
ド
に
自
由
に
出
入
り
で
き
る
た
め
、

軍
に
よ
る
マ
オ
イ
ス
ト
完
全
鎮
圧
は
無
理
だ
か
ら

で
あ
る
。

　
結
局
、
政
府
は
軍
の
動
員
も
で
き
ぬ
ま
ま
、
社

会
不
安
と
混
乱
が
募
っ
て
い
き
、
そ
し
て
今
月
一

日
の
王
族
殺
害
事
件
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。

や
や
イ
ン
ド
寄
り
の
新
政
権

　
事
件
の
真
相
は
ま
だ
な
ぞ
だ
が
、
こ
の
事
件
が

王
家
の
権
威
を
失
墜
さ
せ
、
ネ
パ
ー
ル
政
治
を
一

挙
に
不
安
定
化
さ
せ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し

か
し
、
ネ
パ
ー
ル
に
か
か
わ
る
内
外
の
主
要
プ

レ
ー
ヤ
ー
は
、
だ
れ
も
ネ
パ
ー
ル
の
政
治
的
不
安

定
を
望
ん
で
お
ら
ず
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限

り
、
し
ば
ら
く
す
れ
ば
ネ
パ
ー
ル
は
当
面
平
静
を

取
り
戻
す
だ
ろ
う
。

　
国
際
的
に
見
る
と
、
ネ
パ
ー
ル
は
イ
ン
ド
と
中

国
の
緩
衝
地
帯
で
あ
り
、
両
国
と
も
事
件
後
早
々

に
ネ
パ
ー
ル
の
安
定
を
願
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
。
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
新
国
王
は
イ
ン
ド
寄
り
と
報

道
さ
れ
て
い
る
が
、
地
政
学
上
イ
ン
ド
に
寄
り
過

ぎ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ビ
レ
ン
ド
ラ
元
国
王
よ
り

や
や
イ
ン
ド
寄
り
く
ら
い
の
と
こ
ろ
に
落
ち
着

き
、
ア
メ
リ
カ
も
こ
れ
を
黙
諾
す
る
だ
ろ
う
。

　
国
内
的
に
は
、
事
件
の
真
相
は
ど
う
で
あ
れ
、

Ｎ
Ｃ
、
Ｕ
Ｍ
Ｌ
と
も
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
国
王
支
持
以

外
の
選
択
肢
は
な
い
。
他
の
小
政
党
、
特
に
左
翼

諸
政
党
の
立
場
は
微
妙
だ
が
、
当
面
は
王
制
の
枠

は
守
ろ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
ネ

パ
ー
ル
の
有
力
政
治
家
は
、
マ
オ
イ
ス
ト
も
含

め
、
圧
倒
的
な
上
位
カ
ー
ス
ト
寡
占
で
あ
り
、
王

制
を
倒
せ
ば
、
彼
ら
の
既
得
権
益
も
失
わ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
マ
オ
イ
ス
ト
も
、
軍
と
の
安
全
距
離

を
保
ち
な
が
ら
勢
力
拡
大
を
目
指
す
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
、
異
常
事
態
に
あ
る
現
在
の
王
政
が
そ

の
ま
ま
継
続
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
現

在
、
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
国
王
は
、
憲
法
に
規
定
さ
れ

た
非
常
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
く
、

内
閣
の
助
言
が
形
式
的
に
は
と
も
か
く
実
質
的
に

は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
超
法

規
的
権
限
を
行
使
し
て
い
る
。

　
こ
れ
が
こ
の
ま
ま
国
王
独
裁
へ
移
行
す
る
可
能

性
も
ゼ
ロ
と
は
い
え
な
い
が
、
九
〇
年
革
命
以
前

と
は
状
況
が
一
変
し
て
お
り
、
も
は
や
以
前
の
よ

う
な
国
王
独
裁
は
実
際
上
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の

ま
ま
独
裁
化
す
れ
ば
、
ネ
パ
ー
ル
の
依
存
す
る
外

国
か
ら
の
援
助
は
激
減
す
る
だ
ろ
う
し
、
資
本
主

義
化
し
た
経
済
界
の
ダ
メ
ー
ジ
も
大
き
い
。
情
報

化
で
外
国
事
情
を
よ
く
知
る
庶
民
も
、
も
は
や
国

王
独
裁
を
甘
受
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

安
定
し
た
3
極
構
造
へ
回
帰
か

　
結
局
、
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
国
王
も
現
実
的
判
断
を

せ
ざ
る
を
得
ず
、
現
在
の
準
戒
厳
令
状
態
は
間
も

な
く
終
わ
り
、
議
会
政
治
が
回
復
さ
れ
よ
う
。
た

だ
し
、
今
回
の
事
件
で
、
国
内
の
政
治
勢
力
配
置

は
当
面
か
な
り
変
化
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ビ
レ
ン
ド
ラ
元
国
王
は
、
意
識
的
に
中
国
カ
ー

ド
、
左
翼
カ
ー
ド
を
使
い
、
イ
ン
ド
と
Ｎ
Ｃ
を
け

ん
制
し
て
き
た
（
こ
れ
を
今
回
の
事
件
の
背
景
と

す
る
説
も
あ
る
）。
そ
の
ビ
レ
ン
ド
ラ
国
王
が
死

去
し
、
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
国
王
主
導
、
Ｎ
Ｃ
追
認
で

事
態
収
拾
が
図
ら
れ
た
た
め
、
イ
ン
ド
・
国
王
・

Ｎ
Ｃ
の
関
係
は
強
ま
り
、
他
方
、
Ｕ
Ｍ
Ｌ
は
左
翼

諸
党
と
連
携
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
マ
オ
イ
ス
ト

と
も
手
を
結
び
、
こ
れ
と
対
抗
し
よ
う
と
す
る
で
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あ
ろ
う
。

　
ビ
レ
ン
ド
ラ
元
国
王
は
、
Ｎ
Ｃ
と
Ｕ
Ｍ
Ｌ
の
権

力
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
中
立
的
「
非
政
治
的
」
立
憲

君
主
と
し
て
の
権
威
を
高
め
、
巧
妙
に
ネ
パ
ー
ル

を
統
治
し
て
き
た
が
、
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
国
王
は
Ｎ

Ｃ
と
の
結
託
に
よ
り
自
ら
を
政
治
化
し
、
中
立
性

と
権
威
を
損
ね
、
そ
の
分
、
力
（
軍
と
警
察
）
に

依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
力
を
背
景
と
し
た
二
極
構
造
は
、
歴

史
が
示
す
よ
う
に
不
安
定
な
の
で
、
ギ
ャ
ネ
ン
ド

ラ
国
王
も
現
実
的
な
対
応
を
迫
ら
れ
、
徐
々
に
ビ

レ
ン
ド
ラ
型
三
極
構
造
に
戻
っ
て
い
く
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　
た
だ
し
、
こ
の
軌
道
修
正
が
う
ま
く
進
ま
な
い

と
、
イ
ン
ド
・
国
王
・
Ｎ
Ｃ
と
Ｕ
Ｍ
Ｌ
・
左
翼
諸

派
連
合
の
正
面
衝
突
と
な
り
、
深
刻
な
体
制
危
機

に
陥
る
が
、
こ
の
可
能
性
は
、
先
述
の
内
外
の
諸

関
係
か
ら
し
て
、
ま
ず
考
え
ら
れ
ず
、
ギ
ャ
ネ
ン

ド
ラ
国
王
も
イ
ン
ド
―
ネ
パ
ー
ル
―
中
国
、
Ｎ
Ｃ

―
国
王
―
Ｕ
Ｍ
Ｌ
と
い
う
安
定
し
た
三
極
構
造
に

戻
っ
て
い
き
、
安
定
化
と
と
も
に
、
議
会
政
治
も

回
復
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
最
後
に
こ
こ
で
忘
れ
て
な
ら
な
い
の

は
、
こ
う
し
て
王
族
殺
害
事
件
が
取
り
あ
え
ず
決

着
し
て
も
、
そ
の
背
後
に
あ
る
経
済
的
、
社
会
的
、

文
化
的
諸
問
題
は
、
何
ら
解
決
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
当
面
政
治
的
安
定
が

回
復
さ
れ
て
も
、
そ
れ
ら
の
矛
盾
は
遠
か
ら
ず
再

び
別
の
形
で
噴
出
し
、
次
の
政
治
危
機
を
も
た
ら

す
危
険
性
が
大
き
い
。

　
ネ
パ
ー
ル
に
と
っ
て
、
遠
回
り
と
見
え
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
結
局
は
現
行
九
〇
年
憲
法
の
下
で

最
大
限
の
政
治
的
安
定
を
確
保
し
つ
つ
、
貧
困
や

少
数
民
族
問
題
な
ど
の
諸
問
題
を
一
つ
ず
つ
プ
ラ

グ
マ
チ
ッ
ク
に
改
善
し
て
い
き
、
そ
の
過
程
を
通

し
て
政
党
の
成
熟
を
促
し
、
議
会
政
治
を
育
成
強

化
し
て
い
く
以
外
に
、
今
後
取
る
べ
き
道
は
な
い

で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
長
崎
大
教
授
）


